
暮
ら
し
最
優
先
の
市
政
を
め
ざ
し
て

市
議
選
は
２
桁
オ
ー
バ
ー
の
大
激
戦
に

生
活
者
、
勤
労
者
の
議
席
の
回
復
を

地
域
や
現
場
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
に

　
11
月
９
日
告
示
、
同

16
日
投
開
票
で
執
行
予

定
の
射
水
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
定
数
20
に
対

し
て
、
立
憲
民
主
党
公

認
の
沢
村
さ
ん
の
他
、

自
民
党
系
の
現
職
16
名

と
新
人
７
名
、
公
明
党

の
新
人
１
名
、
共
産
党

の
元
職
１
名
、
日
本
維

新
の
会
の
新
人
１
名
及

び
無
所
属
の
新
人
数
名

の
合
計
30
名
以
上
が
出

馬
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
原
因
は
、
現
市

政
へ
の
不
満
や
前
回
、

前
々
回
の
選
挙
が
低
競

争
率
で
あ
っ
た
こ
と
の

反
動
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
射
水
市
が
誕

生
し
て
以
来
、
最
も
激

し
い
選
挙
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
定
数
か
ら
２
桁
オ
ー

バ
ー
の
多
数
乱
立
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
陣
営

と
も
に
死
に
物
狂
い
で

支
持
拡
大
に
奔
走
し
て

お
り
、
熾
烈
な
た
た
か

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状

況
の
中
、沢
村
さ
ん
は

必
死
に
支
持
の
輪
を
拡

げ
る
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
が
、
２
度
に
わ
た

る
県
議
選
へ
の
挑
戦
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き

く
、
過
去
に
３
期
の
実

績
が
あ
る
元
職
と
は
言

え
、
ま
さ
に
新
人
同
様

の
動
き
を
重
ね
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
立
憲
民
主
党
は
総
力

を
あ
げ
て
地
域
や
労
働

組
合
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
支
援
態
勢
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
政
に
お
い
て
自
民

党
は
、
物
価
高
に
あ
え

ぐ
国
民
生
活
を
放
置
し

た
ま
ま
総
裁
選
に
大
き

な
時
間
を
費
や
し
、
な

お
も
政
治
的
な
空
白
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
述
し
た
と

お
り
、
こ
の
市
議
選
に

お
い
て
は
、
定
数
20
に

　
沢
村
さ
ん
は
現
職
時

代
、
ほ
ぼ
毎
定
例
会
の

よ
う
に
質
問
に
立
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
一
貫
し
て

額
に
汗
し
て
働
く
庶
民

や
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
な
ど
の
社
会
的
に
弱

い
方
た
ち
の
立
場
に
立

対
し
て
、
23
名
を
擁
立

す
る
こ
と
か
ら
、
全
議

席
の
独
占
を
狙
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
を
阻
止
す
る
と

と
も
に
、
前
回
選
挙
以

来
、勤
労
者
を
代
弁
す
る

議
員
が
い
な
い
と
い
う

状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

生
活
者
や
勤
労
者
の
目

線
に
立
っ
た
議
席
を
な

ん
と
し
て
も
回
復
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

っ
て
の
こ
と
で
し
た
。

　
地
域
や
現
場
の
声
を

丁
寧
に
汲
み
取
り
、
市

民
の
暮
ら
し
最
優
先
の

市
政
を
め
ざ
し
て
奮
闘

す
る
沢
村
さ
ん
と
と
も

に
生
活
者
、
勤
労
者
の

貴
重
な
一
議
席
を
奪
還

し
ま
し
ょ
う
。

過去の射水市議選における連合富山推薦候補者数

2021

22

０

2017
（無投票）

22

2

2013

22

3

2009

26

5

2005
（中選挙区制）

35

6

執行年

定数

推薦議員数

野田代表とガッチリ握手する沢村さん

　任期満了に伴う射水市議会議員選挙は、１１月９日告示・同

１６日投開票で行われます。今回の立候補者数は定数を大幅に

上回る見込みであり、多数乱立の大激戦となると予想されます。

　立憲民主党は、暮らし最優先の射水市政をめざす「沢村おさ

む」さんを擁立し、取り組みを進めています。沢村おさむ



○神楽町公民館

google map

あなたの暮らしを
   全力で応援する射水市政をめざします

物価高対策、賃上げ支援策の充実

● 物価高に打ち克つ賃上げを実現するため、中小企業への賃上げ支援策を推進
● 下請取引の適正化や生産性向上に資する相談体制の強化
● 介護、保育現場や市が発注する事業で働く方々の賃金の改善
● 市の非正規雇用や関連団体で働く方々の賃金の改善

災害に強いまちづくり
● 地域ごとや個別的な防災計画の策定を促進
● 避難所施設の空調整備、備蓄品管理の徹底
● 液状化対策における住民負担の軽減

雇用・労働環境の改善
● 長時間労働の是正など、働く人のための真の「働き方改革」の推進
●「パートタイム・有期雇用労働法」など労働法規の遵守の徹底

女性が輝く地域づくり
● 地域活性化には女性の活躍が不可欠であることから、
性別に関わらず能力を発揮できる地域づくりを強力に推進

沢村おさむ プロフィール 沢村おさむ事務所のご案内
〒934-0054 射水市神楽町１３３
TEL（0766）54-5127　
FAX（0766）54-5128
     cdp-imizu@sirius.ocn.ne.jp
HP o-sawamura.com

お気軽にお立ち寄りください。

エネルギーの地産地消と気候危機対策
● 持続可能な地球環境をめざし、農業と協業の太陽光発電など、
再生可能エネルギーの地産地消を促進

地域経済・産業の活性化
● 地場産業・中小商工業の活性化支援で、活力ある射水市に
● 農林漁業を次代に引き継ぐため、新規就農、就漁者への支援を強化

高齢者や障がい者への支援
● 人生百年時代を見据えた健康づくりや介護予防事業の充実
● 障がい者の皆さんに合理的配慮を提供するための体勢づくり
● 交通弱者が自由に移動できるよう地域公共交通を充実

生年月日 1963年11月27日（射水市八幡町三丁目生まれ）
現 住 所 射水市神楽町５５（５人家族）
略　　歴
1987年 青山学院大学卒業後、旧新湊市役所に入職。
2009年 市町村合併から４年後、射水市役所を退職し、

射水市議選に出馬、初当選。以降、３期にわたり
市民生活の向上に尽力。産業建設常任委員会
委員長、議会基本条例特別委員会副委員長など
を歴任。

2019年、2023年　県議選に挑戦するもかなわず。
2024年10月～2025年３月
 山登志浩衆議院議員の公設第一秘書を務める。
現　　在

立憲民主党富山県連副幹事長、富山県地方自治研究
センター副理事長、自治労富山県本部特別執行委員、
連合富山が推薦を決定

物価高

472

8

沢村事務所

↑
海
王
丸
パ
ー
ク

↑
新
湊
市
街

大
島

←

小
杉

←

←高岡 富山→

○旧「歩絵詩」さん

○JA ○道の駅新湊

射水市民
病院

射水万葉苑
新湊南部交番

新湊南部中学校 南部中学校口

鏡宮朴木口

立憲民主党 立憲民主編集部
〒100-0014
東京都千代田区永田町1-11-1
三宅坂ビル7F
Tel. 03-3595-9988
Fax. 03-3595-9088

立憲民主党 立憲民主編集部
〒100-0014
東京都千代田区永田町1-11-1
三宅坂ビル7F
Tel. 03-3595-9988
Fax. 03-3595-9088

2025.10.10

教育・子育て環境の向上
● 給食費や学用品などを含めての義務教育の完全無償化、
給付型奨学金制度の整備など、経済的負担の軽減

● 保育所や学校の人的配置の充実や働き方改革を推進し、
子どもたちの健やかな成長を支援


